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第17回手話研究セミナー 

 

２０１８年２月２５日（日） 
１０：００～１５：３０(受付…９：３０～) 

第1部 

第 2部 13:00～15:30   日本手話研究所 各研究部発表 

・標準手話確定普及研究部〈四国班〉  竹島 春美  研究員 
・外 国 手 話 研 究 部        中山 慎一郎 研究員  
・ろ う 教 育 研 究 部        武居 渡   研究員 
 

参加費 前売券：1,500 円 当日券：1,800 円 

定 員 100 名（定員になり次第締切ります） 

 

〒651-0096 

神戸市中央区雲井通5丁目 1-2 「勤労会館」 

（市営地下鉄・ＪＲ・阪急・阪神・ポートライナー各三宮駅から東へ徒歩５分） 

お申込み・お問い合わせ：日本手話研究所  

E-mail: jslri@com-sagano.com TEL:075-873-2646 FAX:075-873-2647 

※お名前、在住都道府県、連絡先（電話／ＦＡＸ／Ｅメール）を添えてお申込みください。 

参加申込フォームはこちらから！⇒ 

 

10:10～12:00  学術研究報告（質疑応答含） 

～繁益 陽介（しげます ようすけ）氏プロフィール～ 

兵庫県生まれ、大阪府育ち。近畿大学農学部卒業後、飼料および畜産の研究所に就職し現在に至る。一方で、手話言語

学習者への指導・支援および学習環境の運用や、手話言語指導者への支援などに携わっている。その過程で手話言語教

育研究の必要性を痛感し、筑波技術大学大学院で手話言語教育を科学的および心理学的な視点で研究を実施している。 

報告者②：繁益 陽介 氏  

「手話言語の補完的学習法の検討 ～プロソディに着目して～ 」 

報告者①：坂井 肇 氏  

「公立聴覚特別支援学校における教員対象の手話研修の実態と課題」 
 
～坂井 肇（さかい はじめ）氏プロフィール～ 

北海道出身。筑波大学卒業後、北海道にて聾学校教員を 5年務めたのち退職。気象庁予報部勤務を経て、筑波技術大

学大学院に入学。聾学校教員の手話研修をテーマとした修士論文研究をすすめる傍らで高等教育機関における障害学

生支援及び盲ろう者支援にも興味を持ち、現在は道内の大学で障害学生支援コーディネートの実習をしている。 

 

 


